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赤川は山形県を流れる

 

川の中で、最上川に次い

 

で二番目に長い川です。

 

現在、赤川は最上川に

 

合流しない単独の流れで

 

すが、もともとは最上川

 

の支川でした。

 

赤川は以前、酒田市黒

 

森地点で砂丘と平行して

 

最上川に注いでいました

 

が、勾配が急でいつも洪

 

水の被害に見舞われてい

 

ました。このため大正

 

１０年から昭和１１年に

 

かけて庄内砂丘を開削し

 

て新しい川をつくり、ま

 

っすぐに水を日本海に流

 

しました。

河川の維持費縮減のため1月、2月は従来の外部委託をやめて、試行的に職員自ら河川巡視を行って

 

います。

 

冬の河川巡視では積雪で河川の異常箇所が発見しにくく、また庄内特有の吹雪で視界が遮られてし

 

まい、十分なパトロールの実施に苦慮していますが、白鳥さん達の姿に元気づけられ日々頑張ってい

 

ます。

 

なるべく歩けるところは歩き、立ち入れない場所でも双眼鏡等を利用してチェックし、来たる春の

 

融雪出水に備えていこうと思います。

 

みなさんも赤川で『あれ？おかしいな？』と気づいたことがあれば是非、赤川出張所までご一報願

 

います。

おばこ大橋付近に約300羽の白鳥

 

が見られました。

去る1月26日（水）酒田河川国道事務所

 

工事安全コンペにおいて、赤川事故防止連絡

 

協議会が最優秀賞を受賞しました。協議会を

 

代表して上流維持工事現場代理人の佐藤建設

 

(株)の金内さんが『赤川管内工事の無事故・

 

無災害の取り組みについて』を発表し、見事

 

《最優秀賞》に輝きました。

佐藤建設(株)金内さん

赤川事故防止連絡協議会が

また、『赤川久保地区

 

水制工事』を受注してい

 

る、小野寺建設(株)さん

 

が《奨励賞》を受賞しま

 

した。受賞されたみなさ

 

ん、おめでとうございま

 

す。これからも無事故・

 

無災害で宜しくお願いし

 

ます。

国土交通省 東北地方整備局

 

酒田河川国道事務所 赤川出張所

双眼鏡を使って、河川の異常がない

 

かチェックします。
赤川河口域に丸太の漂着物を発見し

 

ました。
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赤川中流部河道掘削事業として、三川町押切新田地内で施工してお

 

りました『赤川押切地区河道掘削工事』が完了いたしました。

 

この工事は洪水が発生した場合、安全

 

に洪水を流下させるために川幅を広げる

為に施工しておりました。

 

工事期間中、近隣住民の方々には、通

 

行止め等のご迷惑をおかけいたしました

 

が、皆様のご協力のもと無事故・無災害

 

で工事を完了する事ができました。ご協

 

力本当にありがとうございました。

冬期間は、ホームタンクから灯油が流出する事故が

 

多く発生しています。

 

ホームタンクをご利用の際は、十分な注意をお願い

 

します。

 

油が流出した場合は、油の拡散を防ぐためすみやか

 

なご連絡をお願いします。

①

 

小分け作業中は、その場を離れないでくだ

 

さい。すぐに溢れます。
②

 

タンク本体や脚部分、配管の劣化・損傷に

 

ご注意ください。

③

 

除雪作業の時は配管にご注意ください。配

 

管には目印を立てておきましょう。

④

 

屋根からの落雪にご注意ください。

⑤

 

防油堤の壁の亀裂や水抜き栓の閉め忘れに

 

ご注意ください。

最近は、暖かい日が多くなり雪も少しずつ溶け、春に一歩一歩近

 

づいてきているように感じられます。

 

今年の豪雪には皆さん本当に苦労されたかと思います。これから

 

は融雪の時期になり河川の増水の心配がありますので、河川を利用

 

する際は十分に注意してください。


